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研究成果の概要（和文）：本研究では非てんかん性心因性発作の診断および治療に関する臨床的な研究を行っ
た。非てんかん性心因性発作を有する患者25名に対して診療を行い経過観察した。このうちてんかんも有する者
は15名、てんかんを有しない者は10名であった。知的障害を有する者は9名、有しないものは16名であった。ま
た非てんかん性心因性発作には知的障害を伴い環境不適応により出現する破局反応としての運動暴発型（クレッ
チマー型）と、知的障害を伴わず無意識の葛藤が身体化したと考えられるフロイト型に分類されるが、クレッチ
マー型が11名、フロイト型が11名、不明が3名であった。

研究成果の概要（英文）：In this study, we conducted clinical research on the diagnosis and treatment
 of non-epileptic psychogenic seizures (PNES). We provided medical care to 25 patients with PNES and
 observed their clinical course. Among these patients, 15 also had epilepsy, while 10 did not. Nine 
patients had intellectual disabilities, while 16 did not. PNES can be classified into two types: the
 motor outburst type (Kretschmer type), which has intellectual disabilities and manifests as a 
catastrophic reaction due to environmental maladaptation, and the Freud type, which does not have 
intellectual disabilities and is considered a somatization of unconscious conflict. There were 11 
patients with the Kretschmer type, 11 with the Freud type, and 3 of undetermined type.

研究分野：精神医学

キーワード： 非てんかん性心因性発作　てんかん　知的障害　クレッチマー　フロイト
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研究成果の学術的意義や社会的意義
現在のところまだ少数例であるが大まかな傾向として、非てんかん性心因性発作を有する患者のうち約半数にて
んかんが合併していた。知的障害を有する者も半数に近い結果であった。また非てんかん性心因性発作の病型と
して、クレッチマー型とフロイト型の頻度は同程度であった。こうした知見は非てんかん性心因性発作の基礎的
な統計データとしての価値がある。ただし研究機関がてんかん患者を診療する施設であるため、この知見を一般
人口にまで汎化することには慎重さが必要である。今後、症例集積により詳細な統計解析が可能になれば、非て
んかん性心因性発作の診療に関して有用な知見が得られると期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
非てんかん性心因性発作（PNES）に関する研究は、古くはフロイトやクレペリンに端を発し
ており、散発的な症例報告や精神病理学的な考察は知られているが、実証的な研究はほとんどな
されていないのが現状である。PNESはてんかん発作と誤診されることが多く、正しい診断に達
するのに平均７年かかると言われている。PNESを持つ患者はしばしば不必要な検査や投薬、救
急搬送がなされたりするが、これらを防ぐためには、PNESとてんかんの両者に精通した医師が
対応することが必要であると考えられる。わが国のてんかん診療の現場においては、主に小児科、
脳神経外科、神経内科、精神科が関与している状況であるが、小児科、脳神経外科、神経内科で
は PNES への対処は困難であり、一方、てんかんの診療に精通した精神科医もごくわずかしか
いないというのが実情である。 
 てんかん発作全般と PNES 全般の鑑別には発作時行動の臨床的観察や脳波・ポリグラフ記録
に加え、詳細な病歴・生活歴に基づいた総合的判断が必要とされており、両者の鑑別・治療はて
んかんに精通した精神科医でなければなしえない領域であるといってよい。本研究においては
日本てんかん学会の専門医資格を有する精神科医が研究代表者となることで、成果が大いに期
待できる。 
また PNES には知的障害を伴い環境不適応により出現する破局反応としての運動暴発と考え
られるクレッチマー型と、知的障害を伴わず無意識の葛藤が身体化したものと考えられるフロ
イト型に分類され、それぞれに対して適切な治療・対応が異なる可能性があるとの意見も提唱さ
れており（兼本ら, 医学のあゆみ. 232: 1086-91, 2010）、このような病型分類の妥当性や、治療・
対応法の選択と長期予後との関連についても信頼に足る十分なデータが必要とされている状況
にある。 
応募者は精神生理学を専門としており、脳波、脳磁図、近赤外分光法、PET など大脳の生理
機能評価に精通している。これらの手法によるてんかんに関する研究も多数ある。応募者はてん
かん学会専門医（精神科）、日本臨床神経生理学会の認定医（脳波分野）でもあり、大阪大学て
んかんセンターも兼務しており、常時 200 名以上のてんかん患者を診療しており、研究遂行に
必要な症例数と設備も整っている。応募者の経歴、研究成果は PNES の実証的な臨床研究を行
う上で必要な領域をカバーしており、研究を行うに必要な環境の準備状況も万全であるため、本
研究の遂行に適任と考えて着想に至った。 
 
 
 
２．研究の目的 
本研究では、発作症状、虐待など成育歴を持つ患者、知的障害のある患者、発症契機の有無な
どの臨床特性により病型分類が可能か検討する。 

PNES とてんかん発作を鑑別するいくつかの症状が知られているが、それらはいずれも定性
的であり、実証的なデータに基づいていない。発作症状や臨床特性から上述のクレッチマー型、
フロイト型に対応するような病型分類が抽出されると期待される。クレッチマー型は知的障害、
虐待歴、依存的な性格傾向、治療反応性不良などの特徴を有し、フロイト型は正常知能、明確な
発症契機、治療反応性良好などの特徴を有すると予想される。 

PNESの長期的な予後については、信頼に足るデータは乏しい。本研究では PNESの病型、
選択された治療法と長期予後との関連を明らかにする。 
長期予後と治療法選択については、クレッチマー型では環境調整、支持的精神療法が選択され
る傾向が見られ、不良な予後との関連が予想される。フロイト型では精神分析的治療や認知行動
療法が選択され、比較的良好な予後と関連すると予想される。 
 
 
 
３．研究の方法 
PNES を持つ患者において、発作症状と患者の臨床特性（成育歴・知能・発症契機の有無など）
を多変量解析し、クレッチマー型、フロイト型に対応する臨床的特徴を有する群が抽出されうる
かを検討する。PNES を持つ患者の長期予後の調査をし、病型分類、治療法と長期予後との関連
を検討し、PNES を持つ患者に対して、病型に合わせた個別性の高い治療法を提供する枠組みを
作成する。 
【対象】大阪大学神経科精神科およびてんかんセンター、大阪精神医療センターに紹介され PNES
と診断された患者 50 名、および、ビデオ脳波でてんかん発作が確認されたてんかん患者 50 名。
年齢は 16 歳以上 70 歳以下とする。 
適格基準 
PNES：DSM-V で変換症/転換性障害（発作またはけいれんを伴う）と診断された患者。 
てんかん患者：発作型によらず、ビデオ脳波でてんかん発作が確認された症例。 



除外基準 
PNES では器質的な脳障害、神経疾患を合併する患者は除外。 
てんかん患者では重大な器質性脳障害・脳損傷を有する場合のみ除外とする。 
【方法】 
発作症状や臨床特性のデータを多変量解析することによりクレッチマー型とフロイト型のよ
うな病型分類が可能かどうか検討する。また PNES 患者において、長期予後の調査を行う。受診
を継続しているものについては、診察により 1年後、3年後の予後を検討する。受診が中断した
ものについては、電話による予後調査を行う。長期予後の調査を行う旨を研究参加時点で説明し
文書で同意を得る。PNES 患者の治療については、無作為割り付けなどの介入は行わず、通常の
臨床的対応を行い、患者の病型分類と選択した治療法（支持的対応、認知行動療法的対応、精神
分析的対応）と長期予後との関連を検討し、病型別に適切と考えられる治療法の選択方法を提案
する。 
 
 
 
４．研究成果 
本研究では PNES の診断および治療に関する臨床的な研究を行った。2023 年度末までに PNES
を有する患者を 25 名に対して診療を行い、臨床的な経過観察を継続した。このうち、PNES にて
んかんも併存するものは 15 名であり、てんかんを併存していないものは 10 名であった。PNES
知的障害を有する者は 9 名であり、知的障害を有しないものは 16 名であった。また PNES には
知的障害を伴い環境不適応により出現する破局反応としての運動暴発と考えられるクレッチマ
ー型と、知的障害を伴わず無意識の葛藤が身体化したものと考えられるフロイト型に分類され
るが、クレッチマー型が 11 名、フロイト型が 11 名、不明が 3名であった。現在のところまだ少
数例であり、知的障害の有無、発作症状、発症契機、成育歴、転帰等に一定の傾向は見いだせて
いない。 
現在のところまだ少数例であるが大まかな傾向として、PNES を有する患者のうち約半数にて
んかんが合併していた。知的障害を有する者も半数に近い結果であった。また PNES の病型とし
て、クレッチマー型とフロイト型の頻度は同程度であった。こうした知見は PNES の基礎的な統
計データとしての価値がある。ただし研究機関がてんかん患者を診療する施設であるため、この
知見を一般人口にまで汎化することには慎重さが必要である。今後、症例を集積していくことに
より詳細な統計解析が可能になると考えられ、PNES の診療に関して有用な知見が得られると期
待される。 
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